
キーワード：きのこ栽培、種菌培養、培養処理、ハラタケ目

・きのこ栽培時の培地組成を変更することなく、きのこ子実体の収量を5～15％増強できます。
・処理に使用する抗酸化剤は食品や医薬品にも利用される人体に無害な成分です。

簡便な培地作製と原種菌移設で作業が完了し、シイタケ・
エノキタケ・タモギタケ等の人工栽培に利用可能ですアピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　きのこ栽培に用いられる種菌の収量性を増強す
る従来法は、別のきのこ菌株や野生菌株との交配
のほか、菌糸の高温処理、細胞壁溶解処理など労
力や試薬のコストが高い処理が必要なうえ、処理
後には栽培試験を行い、収量性が改善した菌糸を
数か月かけて選抜する必要がありました。
　本技術は安価な抗酸化剤を用いた簡便な培養処
理を行うことで収量性の増強効果が得られます。
原種菌の処理から栽培用種菌の作製まで約1週間
で完了し、選抜作業をせずに種菌作製やきのこ栽
培に使用しても収量性の増強が期待できます。

・栽培事業者における栽培条件を変更する必要がないため、種菌メーカーにおけるロングセラー
   種菌の収量性増強などにおいて需要が期待できます。
・菌糸選抜用の栽培試験が不要なため、短期間・低コストで種菌の収量性改善を行いたい方に
　お勧めです。

森林研究本部　林産試験場発明場■有り　　　□無し実施許諾実績
登録日令和５年２月６日出願日

特願２０２３-0１６４６０特許出願番号
道総研出願人
キノコの収量性増強剤及びその利用発明の名称

基本情報

～煩雑な交配や栽培による選抜をせずに、きのこ種菌の収量性を改善できます～
収量性を増強するきのこ種菌の前培養法

開放特許
地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

キーワード：マツタケ山づくり、マツタケ栽培、菌根苗

・従来、マツタケ菌根苗の作製には宿主の苗木を長期間「無菌環境下」で管理する必要がありました。
・生育の遅い北方系樹種（マツタケの宿主「トドマツ」や「アカエゾマツ」）で菌根苗が作製出来ます。

無菌環境下の育苗装置がなくても、マツタケ菌根苗を
短期間で作製できる方法です。アピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　調節環境下で、根から雑菌を除去した苗の育成技術と、培地を改良しマツタケの菌糸成長を早めた
接種源を用いることで、北方系樹種マツタケ菌根苗を作製可能な技術を開発しました。
　本栽培方法では、マツタケ菌糸の培
養以外の工程は、無菌環境下で行う必
要がありません。このため、コンテナな
ど通常の栽培容器を用いて簡便に菌
根苗を作製することができます。

・人工のマツタケ菌根苗から世界で初めて「きのこ」を発生させる挑戦への利用が期待できます。
・マツタケ菌の定着・シロの成長を促進するような技術開発に利用可能です。
・菌根苗を安定供給できる体制づくり等「マツタケ山づくり」に一緒に取り組む仲間を探しています。

森林研究本部　林産試験場発明場□有り　　　■無し実施許諾実績
登録日平成２９年７月７日 令和３年３月２日出願日

特許第６８４５５４１号特許番号
道総研特許権者
マツタケ菌根苗の作製方法発明の名称

基本情報

～マツタケ山づくりに挑戦しませんか！まずは苗木づくりから～
北海道の「マツタケ山」に向けた苗木作製方法

開放特許
地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

野外林地での試験のイメージ

アカエゾマツ-マツタケ菌根苗

根圏にはマツタケの菌根が形成されています
★菌根苗の作製
　白根にマツタケ菌糸を活着

★調節環境下での迅速な育成
★他の菌に汚染されていない白根

【接種源】
・土壌資材
・カラマツ粉炭
・マツタケ菌糸

マツタケ菌定着
・シロ増殖

菌根苗
植栽

シロからマツタケ発生！

16時間日長

16時間日長

改良した接種源への苗の移植・
菌の活着

水耕栽培による苗の育成
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